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(上)マカルー・ラへのルー卜工作。雪崩の

危険におびやかされながら、深いラッ

セルを延々と続ける。

(下)ロープが張られ、何人も同ルートを登下降

した。ルートを開くことは、その登山隊あ

るいは個人にとって重要な問題だと思う。



惨 C2より上部を望む.正面のクーロワ 綴

ールがマカルー・ラへの最短ルートだ.

~C3(7， 400m) 

マカルー・ラには2張の天幕が張られた.

炉 9月29日、 C3を後に C4へ向う

(第1次アタック隊)
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炉 C4 (7，800m)後方はマカル-11崎

炉8，OOOmを越えて、なお深い雷に苦

しめられた.先行するフルパ・ギャ

ルツェン(第2次アタック隊)

砂登頂を断念し、下降に向う

(第1次アタック隊)
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A全員がBCに引き上げると、強風が吹き出した.

マカルーには流れの早い雲がL、くつも現われては、また消えた.

車登頂は失敗したが、全員の顔がBCにそろった。



はじめに

1950年フランスのアルピニスト逮は、人類初の

8.000m蜂を征服したが、苛酷な下山をしいら

れ大きな代償をさしだした。しかしその 5年後、

当時最も困難な未登峰として存在していた巨峰の

マカルーにおいて、全員登頂の完壁な登山を行な

った。アンナプルナ峰登山における反省、検討、

研究がこの輝かしく素晴らしい登山に生かされた

事はいうまでもない。

1986年秋、私達はヒマルチュリ南稜の初登撃に

成功したが一人の大切な仲間を失った。その時、

村口と私は帰りのキャラパンで次のような事を話

し合っていた。悲しい体験としてしまいこむので

はなく、未来へ継承、実践して行く事が、ヒマル

チュリの反省に繋がるのではないかと。そしてそ

の対象となる山として、当然のごとく未知なる高

さへ白は向けられたが、 8.000m峰で・あればどこ

でもという気にはなれなかったし、登頂確率の高

さから選ぶような気にはなれなかった。存在感に

感動を覚え、荘厳で美しい独立峰であり、私達の

境遇をあの時のフランス隊に重ねる事で、新たな

る希望が持てる気がして、二人の間でマカルーの

名が浮かび上がり一致した。

* 
この計画を具体化するにあたり、経験の少ない

我々には常に「死」への危険度の高い行動から考

えて、後継者を育てようという登山になるはずも

なく、まして学生の参加を認める気にはなれなか

った。あらゆる面で無駄を省き、学んで、きた多く

の事を最大限に生かし、研究を続け、最小限の資

金にとどめるシンプルなチーム造りを目指した時、

我々の育った日大山岳部、桜門山岳会の総意とは

違った立場となるため、雪豹クラブを設立、マカ

ルーをプッキングしたのが1989年の冬であった。

出発の一年前になると石川|、続いて山本の参加

が決まった。シェルパのリクエスト、登山回数の

短縮化、酸素使用等タクティクスの組み立てもほ
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ぼ終了していた。

マカルー峰登山の目的は、 4人揃って頂きに立

つことであるが、頂きに対する価値観はそれぞれ

が異なっていて当然であるし、各自の登山感の中

でこのマカルー峰をどのように位置付けるかも違

ってくる。隊の目標は一つではあっても各自の目

的意識、価値観を生かしたトレーニングの日々が

出発の前日まで続いた。そしてモンスーンの最中、

正に r1 Jの字のように切り立ったマカルー西稜

の真下5.300mの台地に BCを建設した。

9月7日に登撃を開始し、 3週間後には 2回の

アタックを行なうに至った。

果たして、女神は微笑まず、我々は頂きの向こ

う側を見ることなく 4人だけのジャイアントへの

挑戦は終った。

コド

霊山活動は高度差1.OOOmに達する C2""'-'C3

聞の雪崩の危険に脅えながら、深雪の中、長〈、

遠く、はるかなる高さへの戦いであったが、シェ

ルパ遠の積極的な協力もあってルート工作、荷上

げ等の問題も日一日と解決していった。一方で・、

新たな問題が発生していた。今年のマカル-BC

付近には各国 6隊(4隊が I峰、 2隊がE峰)が

マカルー・ラまで全〈同ーのルートを選定してお

り、その結果我々の張った FIXロープの使用を、

後続の 5隊より次々と申し込まれた。その都度、

我ベースハウス内にて話し合いが行なわれ、ロー

プを現物支給する隊、最後の回収を行なう隊など

の約束事により、いつの間にかマカルー北西面を

舞台とする、日本 2隊、スペイン 2隊、フランス、

スイス各国による国際友好的登山(?)は進行して

いった。そして日本で建てた計算通りの短期間の

内にアタック態勢が整ったのは、理想的な 4人の

好調な高所順化を証明していた。

アタックは天気に恵まれ、まず間違いなくマカ

ルーの頂きは踏めるであろうと誰もが確信したに

違いない。されど雪の深さと重さは我々の希望を

裏切り、 7.800mの最終キャンプからもラッセル

で始まった。第 l次隊は 8時間を費やしたにもか

かわらず、標高差にして僅か 200mしか獲得でき

ず、その後 4時間におよぶ頑張りも、明日の仲間



に繋げる行為として終った。翌日は無風で迎えた。

深夜スタートし、太陽の昇りきった10:00頃には

頂上真近に迫る第 2次隊の姿を覗けるはずであっ

たが、予想よりもはるかに低い標高でラッセルに

苦しめられ遅々として進まぬ石川の姿をとらえた

のが現実であった。巌高到達地点 8.300m、頂上

迄 160mを残し、タイムリミットで我々の登山は

終了した。

* 
村口と一緒に初めて参加したヒマラヤ登山から

10年の歳月を費やし、そこに憧れの 8.000m峰マ

カルーがあった。準備期間中に組み上げたタクテ

ィクスを、経験の乏しさにもかかわらず全く無駄

、--""支ぜタ--'"千二ミ三ご~ー/ーー
~- 一一一一ーー=一一 ~ 、 ー『・ー

王子三三 ι - - ←~ 

、
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行 動概要

8月 2日 先発隊日本出発

9日 後発隊日本出発

13日 カトマンズ発キャラパン開始

28日 BC建設(5.300m) 

9月 3日 C 1建設(6.000m)

10臼 C2建設(6.400m)
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なく実践することができたこと、また誰一人怪我

することも無く安全圏に戻り、全員一緒に帰路の

キャラパンを行なえたことは、何にも増して幸せ

なことであった。そして今回の登山を十二分に堪

能した現在、心地良い疲労感が 4人の身体を被っ

ている。

* 
最後になりましたが、雪豹クラブマカルー登山

隊1992に多大なご援助、ご協力を頂きました皆様

に深〈感謝し、心より御礼申し上げます。

9月20日

24日

30日

10月 l日

7日

17日

雪豹クラブマカルー登山隊1992

岡田貞夫

CLIMBING ROUTE 

C3建設(7.400m)

C4建設(7.900m)

第 l次アタック 8.200m到達

第2次アタック 8.300m到達

BC 撤収

カトマンズ着



マカルーを決定するまでのいきさつは、すでに

岡田が述べているので省略し、ここでは、ルート

・背景・準備等について触れてみたい。

1989年冬、マカルーをプッキングするにあたり、

岡田といくつかのルートを検討した。マカルーを

考える場合、私達にとってはまず8，463mとい

う高度の問題を解決してゆく必要があった。低

い方の8，000m峰であるなら、さほど問題はな

いと恩われたが、マカルーの標高は充分な研究を

必要とする重要な部分だった。こうした課題をか

かえている以上、最も易しく安全なルートという

のが当然のことながら考えられるわけで、ヘタに

理想だけでルートを決定するわけにはいかない。

しかしながら、フランス隊の西稜、ユーゴ隊の

南壁、日本隊の東南稜など、それぞれが特徴をも

った魅力的なルートであり、それらのルートを検

討しないわけにはL、かない。これらは、高高度に

おける岩壁登答という問題を解決しない限り、成

り立たない計画なのであるが。

私達は、 6年前の1986年秋にヒマルチュリ南稜

の初登撃に成功した。しかし、その下降で l人の

仲間を失った。ヒマルチュリは、 5，000mぐらい

から岩稜が続き、氷壁と岩壁のミックスされた長

いルートで、特に 7，200mから始まる未踏の壁の

突破が最大のポイントだった。その登警は我々が

かかえていた多くの課題を克服したとても良い内

容だった。できれば、その延長線上にある山・ル

ートを求めたいという欲求がごく自然に生まれて

いた。しかしながら、西稜は、我々の実力ではと

どかないという判断、東南稜は日本隊の苦労を見

ただけでもわかるように、高所での距離の長さが

あり、少数の私達の隊には向いていないので、こ

れは問題外となった。写真をよく見ると、西稜と

東南稜の聞に大きく広がる南壁に可能性を求めら

れるような気がした。
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はたして私達が行なったヒマルチュリの登撃を

マカルー南壁に重ね合わせることができるのであ

ろうか。事故が起きたことと実力とが直接結びつ

くものであったのか、別の山であったら事故は起

きなかったのか。南壁のルートは、非常に理想的

なラインを縫って頂上へ続いている。 1972年秋、

10名のユーゴ隊は、初めての試みで 8，000mライ

ンを越えた。続く 1974年春、メスナーを加えた10

名のオーストリア隊は多量の降雪のために 7，500 

mで、また、同年秋の国際隊 8名も悪天候と不調

者の続出、隊員聞の不和などで 7，800mで、敗退し

ている。 1975年秋、再びユーゴ隊21名が挑み、 7

名が登頂に成功した。

今回の私達の場合、おそらく、メンバーが多く

は集まらないだろう(客観的に見ても残念ながら

参加できる環境にある者、あるいは行こうとする

人聞が少なく思えた)。最終的には岡田と私 2名

でも実行するという形で進めていくしかなかった。

そうした場合、南壁はまったく無理だった。もと

もと私達は強いチームを作るために、メンバーを

集め、その方法を採り入れようという考えは当初

からなく、行きたいヤツが行けば良いと考えてい

たわけだから、もうヒマルチュリの時のような登

掌力を増すための事前のプログラムは必要なかっ

た。私達は気楽な登山を考えていた。 2人でもっ

とも可能性のある北西稜からのルートに決定した。

ただひとつ、北西稜への登り方で、フランス隊が

とったルートを採用するか、 1982年に山学同志会

隊が登ったルートにするかは、実際に現地に行っ

てみるまでその決定は持ち越された。

どちらにしても、気楽とはいえ、先に書いたよ

うにマカルーの標高は、私達にとっては未知だ。

技術的な問題は、まったく無視しでもよかったが、

体力だけは必要なルートだ。我々が高所の問題を

とらえる場合、いつものように反復してトレーニ

ングに励むことを前提とした。日本でのトレーニ

ングは、全て個人のスタイルを優先する。メンバ

ーが増えたとしても、揃ってトレーニング山行な

どは行なわなL、。めんどうな事はいっさい止める。

“山なんか、行きたい時に行けば良い"というよ

うなことを話し合った。



私達の呼びかけで、山本修と石川一郎の参加が

決定したのが l年前。学生からの参加希望は涙を

飲んで断った。

雪豹クラブを発足させた目的のひとつは、わず

らわしい大学山岳部と距離を置くことであった。

特に遠征などの話になると、組織として盛り上げ

ようとする良い部分がある反面、個人に負担とな

りすぎる部分がある。さんざん世話になって義理

を欠 くヤツだといわれるかもしれないが、そのた

めに、自分遠の相手とする目的やエネルギーの使

い方を取り違えられてしまう程つまらないものは

ない。いい部分だけでは成り立たないものかもし

れないが、私達の選択はシンプルを望んでいた。

それは個人がストレートに山と向かい合うことで

もあった。自分逮がもっともやりやすい方法でマ

カルーへ行くことが、雪豹クラブ発足の大きな理

由であった。

実際の準備は1992年に入ってから行なわれた。

要点をおさえ、それぞれが担当した役割さえきち

んと進めてゆけば大した事前の打ち合わせは必要

としない。そうした事も充分にわかっていたので、

無駄な時間や金を切り詰められたし、遠征隊につ

きものの大げさな梱包作業も、ほとんどのものは

カトマンズで調達する方針であったので、まった

くする必要が無く、いくつかのパッケージがほん

の数時間で完成したのであった。

準備期間中の反省点を強いて掲げれば、あまり

に簡単で、本当にマカルーへ行くという重みが感

じられなかったことと、毎度繰り返される岡田

村口両者間での意見の食い違いといったことぐら

いだろうか。

全体的にみれば、梱包作業や集会などが個人的

に負担になったりすることなく、最低限必要な打

ち合わせもできたわけであるのだから、雪豹クラ

ブの目標とする“シンプル"の一部分には近づけ

たものと思う。

村口・山本の先発隊は、日本での準備を簡略化

していた分だけ、カトマンズでの作業が増えたわ

けだが、順調に梱包も終了し予定日より 1日早〈

キャラパンをスタートさせることができた。

b 隊の構成寸

隊 長

隊員

11 

11 

サーダー

高所シェル11

コ ック

キヲチンまーイ

jイルランナー

リエゾン・オ7iト

岡田貞夫 42才 総務

村口徳行 36才

山本修 30才

石川一郎 29才

ニマ・テンハ

輸送・梱包・装備・渉外

医療・会計・栂包

渉外・食糧

36才

アン・カミ・ツェリン 37才

アン・サルキ 30才

フルパ・ギャルツェン 24才

アン・パサン 32才

リンジ・シェルパ 19才

カミ・プルパ 28才

クリシュナ・シュレスタ 34才
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岡国貞夫 村口徳行

山本修 石川一郎

ニマ・テンパ アン・カミ・ツェリン アン・サルキ フルパ・ギャルツェン

アン・パサン リンジ・シェルパ カミ・プルパ クリシュナ・シュレスタ
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マカル一日 5志

方 f"¥;アンスP

8月 2日

村口、山本の 2名が先発として、昼過ぎの成田

をユナイテッド航空 821便でバンコクへと出発す

る。私は機内でニュージーランド人の英会話教師

達とビールをグイグイ飲んだが、私達がバンコク

のホテルの予約をしていないと言ったら、 「それ、

普通の日本人じゃないよ!Jとすっかり馬鹿にさ

れてしまった。

8月 3日

バンコクよりロイヤルネノfール航空 408便にて

カトマンズのトリブパン空港に到着、サーダーの

ニマ・テンパらの出迎えを受ける。先日のタイ航

空機の墜落事故のために黒いネクタイをした日本

人を多く見受ける。宿となったインターナショナ

ル・ゲストハウスは、 24時間ホットシャワーは使

えるし、レストランに日本食はあるしで貧乏旅行

に慣れている私には身分不相応!? ちなみにシン

グル i泊、 16US$o

8月4B 

今回のエージェントであるコスモトレックにて

群馬岳連の八木原氏、 HAJの飛田氏とお会いす

る。両氏、コスモトレックのヅョシ氏、サーダー

と共に観光省に行き、挨拶を済ませる。八木原氏

は、来年より 5万US$に値上げされるエベレス

トの登山料について抗議をしていたが、大臣でも

相手にしないかぎり無駄な様子だ。その後、群馬

岳連の酸素器具、ヒマラヤ同人の EPIガスを拝

借させていただくためにエクスプレス・ハウスに

向かう。

8月5B 

レストラン富士に保管させていただいていた隊

荷を引き取り、コスモトレックに運び込む。また、

ヒマラヤン・ジャーニーの大河原夫人とお会いす

る。カトマンズで顔の広い村口と共に、いろいろ

挨拶に回るが、大河原夫人や私達の大先輩でトラ

ンス・ヒマラヤ・トレッキングを経営する宮原氏

に「なんでうちを使わないの ?J と聞かれると

村口は恐縮しきり。

8月6B 

コスモトレックにて初めてシェルパ、コックら

と顔合わせをする。彼らは挨拶が済むや否やコス

モトレックにある炊事用具、集められていた酸素

ボンベの点検を始めた。その手際の良さにすっか

り感心してしまう。その後、山本はコックらと共

に炊事用具の買い出しに出掛けるが混雑するバザ

ール内を足早に歩き回る彼らについていくのもー

苦労。

8月7日

食糧の買い出し及びパッキング。荷車を引くト

ラクターが 2往復するほどの量であったが、シェ

ルパ達は瞬〈問にパッキングを終えてしまう。そ

れに対して我々日本人の仕事の遅いこと、 「明日

でいいっかJ rB CでいいっかJとさきのばし、

さきのばし。それでも順調なものである。

8月 8日

午前10時にシェルパ達とコスモトレックに集合

するが、空輸されてくる別送品がまだ届かずにパ

ッキングするものもなくなったので昼には解散す

る。帰り道、ビールを飲んでいたシェルパ達に呼

び止められ、一緒に飲むが下戸の村口は勧められ

るままに飲んでフラフラになってしまった。

8月9日

山本はサーダ一、コックらと不足品の買い出し

をする。しかし、彼らと貿い物をするのも疲れる。

根気良く値切るし、彼らの友人達がひっきりなし

に現れる。後発の岡田隊長、石川が大勢の見送り

を受けて成田を出発、バンコクに入る。

8月10日

村口は、別送品を受け取るために空港へ向かう。

その後、私もサーダーと共に空港で隊長、石川を

出迎える。疲れている 2人には悪かったがコスモ

トレックへ直行、リエゾンオフィサーを除く全て

のメンパー、全ての装備、食糧が集結した。パー
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トナーも来て、私も久々にウイスキーがすすむ。

8月11日

車月 B時、ベロベロに酔った隊長に叩き起こされ

る。とんでもない大迷惑、大ひんしゅく。村口が

隊長を怒鳴りつける。午前中で個人装備のパッキ

ングを終える。やっと行くんだな、という気にな

る。夜は宮原先輩と会食。宮原先輩に伺う 30年前

のネノTールの話は信じがたいほどだ。

8月12日

ゴタゴタとしながら、今日も 10時にコスモトレ

ックに出動! 明日出発の輸送隊の60個余りパッ

キングを全て終了させる。しかし、村口、山本は

カトマンズ到着以来、 「カッタルイナーネム

タイナー」の連発であった。早くカトマンズに着

いてのんびりしようというのは、実に甘い考えで

東京以上にせわしなかった。ビスタリズムもどこ

へやら、という気がする。また、岡田隊長、サー

ダ一、ジョシ氏は観光省でプリーフイング。リエ

ゾンオフィサーも決まり、マカルーの正式許可証

を受け取る。

宇-frラハ'ン

8月13日 験送隊/カトマンズ出発

ヒレに向けて村口、シェルパ 3名、キッチンボ

ーイらが大量の荷と共にパスで出発する。これで

ゆっくりとできる。昼寝できたことが妙にうれし

い。石川はカトマンズでも個人的な仕事で忙しく

している。夜、私達が育った日大山岳部の高緑監

督が到着。監督持参の吟醸酒などを楽しむ。

8月14日 給送隊/ヒレ到着

朝8時、ヒレの村口より電話。予想以上に早く

ヒレに到着した。明日、キャラパンに出発すると

のこと。明日のツムリンタールへのフライトの出

発時刻が朝 7時と決まる。あまりの早さに多少シ

ョックを受ける。夜はホテル・ヤク&イエティで

監督と共に最後の晩餐。

8月15日 本 隊/カトマン1出発→7ムリンタール

輸送隊/ヒレ→マンマ:ヤ

5時過ぎにコスモトレックに集合、雨が激しく
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降っている中、空港に向かう。今日はダメかと思

いかけたが 3時間遅れでツインオッタ一機はテイ

クオフした。約 1時間で、岡田、山本、石川、リ

エゾン、サーダ一、キッチンヘルパーの 7名は無

事にツムリンタールの空港に降り立つ。当初はこ

のメンバーで、輸送隊より先行する計画であった

が、彼らがl順調にヒレに到着したのでここで待つ

ことにする。ホテル・マカルーにチェック・イン

するがホテルというには余りに粗末だ。ちなみに

となりはホテル・カンチェンジュンガ。

8月16日 本隊/ツムリンタール滞在

験送隊/マンマヤ→スルティパリ

何もないこのツムリンタールの滞在はひたすら

暑いだけだ。夜には、なまはげのような面をした

若者を中心としたグループが一軒一軒、踊りを披

露しながらまわってくる。悪魔払いでもしている

のだろう。しかし、 「パイサ、パイサJとやたら

と金をせがんでくる。これも、風習にのっとった

若者逮の小遣い稼ぎに違いなL、。しかし、暑し、。

いったい l日に何回「暑い!Jと言っているだろ

つ。

8月17日 本隊・輸送隊ツムリンタールにて合流

朝食を食べるとまた寝てしまう。 r暑いのによ

く寝るねえ」と冷やかされるが、隊長や石川も

「三国志Jを読んでいたかと思うと寝ている。昼

食後、隊長が「村口はいつ来るかなあJとサーダ

ーのニマ・テンパに質問して、彼が「あと 1時間

くらい……Jと答えていたら、輸送隊の先頭、シ

ェルパのアン・カミが姿を現す。しかし、先頭の

到着からポーターのラストが到着するまでには 5

時閣を要した。皆、炎天下の30kgには参ったよう

だった。ポーター85名、総勢では 100名程の大行

列である。

8月18日 晴~雨→マニパンジャン

私にとって初めてのキャラパンである。パッテ

イでチャイを、ロッジではビールを飲み、俳優の

「すまけいJそっくりのナイケに道を教えられ、

アン・カミにはだまされ(?)とのんびりしたも

のである。今日のマニパンジャンの宿を、シェル

パ遥は「ウルスキャンプ(のみの宿)J と言って

いたが、眺めもよくて、この田舎にしては快適だ
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ろう。それよりも問題は隊長のいびきである。

8月19日曇~雨→チチラ

いよいよズガの襲来である。ボーテパスを越え

樹林帯に突入すると濡れた禁の裏にズガが見え隠

れするようになる。早速、私の小指にも吸い着い

ているではないか。それ以後、すっかり無口にな

って真剣に歩く。今日はテント泊まりであるが、

キャンプサイトにもズガは多く、テントの中にも

侵入してきた。これがあと何回も続くかと思うと

クレイジーになりそうだ。それに比べ、ズガに慣

れている 3人は泰然自若としている。

8月20日曇~雨→ヌン

今日もズガにおびえながら、 4人揃って歩き出

す。ポーター達も山賊の出没が噂されるエリアに

入ると一回となって歩いていた。ヌンへの下りは

雨のためにツルツルである。そこを裸足やビーチ

サンダルだけで下るポーター達はたいしたものだ。

8月21日霧~晴~雨→セドワ

ヌンからアルン河へと下る途中、便意を催し、

薮の中にしゃがみこむと、一斉にズガがたかつて

くる。尻を拭くこともままならず、飛び出す。そ

の聞には、ザックにもズガが 5、 6匹付いている。

始末に負えない。また、ポーターの l人が荷物を

アルン河の谷に落としてしまう事件発生。急流に

呑まれる寸前で止まり、無事に回収はできた。セ

ドワの宿は、粗末な雑貨屋の 2階の部屋。雑貨屋

のミナ・ライという 17才の娘が可

愛くて隊長からポーターまでいろ

めきたつ。

8月22日 雨→タシガオン

今日もずいぶんとズガがいるら

しく、シェルパ達も温をくるんだ

布を棒切れの先につけてズガ除け

にしている。案の定、タシガオン

への道はさながらズガ街道とでも

言うべきか。立ち止まればたから

れまくるという状態。走るように

歩く。しかし、最後の登りではズ

ガを振り払う気力も、阜く歩く体

力もなくなってしまっていた。傑

作は隊長のパンテイストッキング。

これを履けばズガ対策は万全と言っていたが、め

ずらしがるポーター達には触られまくり、穴が開

いて脱いでみれば見事に赤く染まっていた。今日

の宿は、物置の 2階。冷たい霧の中、風通しの良

すぎる所だ。

8月23日 雨→カウマダラ

今朝になっても相変わらずのガスの中。雨は強

弱を繰り返すが、降り止むことはなL、。今日は、

20人ほどのポーターの入れ替えがあり、荷物の再

分配でもめたために出発が遅れた。しかし、シェ

ルパニの可愛い少女達も加わって、ビデオを回す

石川もうれしそうである。天幕地のカウマダラは、

花咲く草原で晴れていれば気分の良い所なのだろ

うが、遂に雨の止むことはなかった。この冷たい

雨の中、ポーター達はどうしていることやら。

8月24日 雨→ムンブー

キャラパン中のメイン、シプトン=パス越え

であるが、ついに晴れることはなく、ヒマラヤの

高峰は姿を見せなかった。雨の中、カルカの貧弱

な小屋に入って、焚火にあたりながら羊番をして

いる少年からホットミルクをもらう。こんな寒い

目、これだけが楽しみだ。隊長は早くも高度障害

を訴え、胃の中のものを上げてしまった。私も手

足にしびれを感じる。今日の天幕地にもズガが

多L、。雨は我慢できるがズガはどうにかならない

ものか。

企シプトン=パスを越えるポーター遣は石塚に草を供え、
濃いガスのパルンコーラへと下っていった.
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8月25日 雨~曇→ネエ・カルカ

深夜もズガの強襲で落ち着いて眠れず、朝も靭

で、止んでいた雨が降りだしてくれた。これも毎

度のことと諦めるしかない。しかし、歩き出せば

薄日も差すようになったし、何よりも今日の天幕

地のネエカルカの草原にズガはいなかった。皆、

干し物をしたり、身体を洗ったりと久々にのんび

りとする。隊長は地元のおばちゃんが持ってきた

ロキシーが気にいったようだったが、私とリエゾ

ンはしかめ面になってしまった。

8月26日曇~雨→メラ

界風岩の何倍、何乗もある岩壁群の中の河原を

歩き出す。今日もリエゾンは、私にぴったりとつ

いてくる。だが、さすがに高度も上がって、私が

シェルパのフルパ・ギャルツェンと早足に歩くと

ついてこれず、フラフラになってしまった。それ

にしても、まだマカルーもヒマラヤの白い峰も見

えず、キャラパンの楽しみが半減している。

8月27日 晴~霧→ヒラリー BC

途中の橋が流されてしまっているということな

ので、丸太を持った工作隊が先発する。今日初め

て、マカルーが雲の中から姿をのぞかせるが薄ぼ

んやりとして、はっきりとしな ~\o 隊長より明日

のレストを言い渡されるが、私自身としては好調

なだけに、気持ちがうずいて仕方ない。

8月28日晴~霧ヒラリー BC

村口は、ポータ ー達と共にBC往復。 3人のシ

ェルパとメールランナー、キッチンボーイはBC

に今日から滞在することになった。残った隊長、

石川、山本、リエゾン、サーダー、コックは外に

シートを敷いて野忌まがいの茶を楽しむ。今日は

マカルーの南面もきれいに見える。大きくは感じ

るが威圧感がないのは、陽光を浴びてほのぼのと

しているからだろう。午後には村口とポーター達

が戻ってくる。ここまで頑張ってくれたポータ

ー逮と握手したり、 「ダンニヤノ〈ード(ありがと

う)Jと声を掛け、別れを惜しむ。

8月29日晴~雨~晴

高所/1慎化のために石川と山本は BCまで、隊

長はその途中まで往復することになり、村口は

ヒラリー BCで休養停滞となる。それにしても、

BCへの道は浮き石だらけだし、そこら中で岩

雪崩は起きてるしで高所ということよりも、精

神的に参る。とりあえずBCには、到着したが、

帰路も道に迷い、その上に雨にも降られて散々

だった。

Aカルカには牛が放牧され、ひさしぶりにのどかな場所にテントが張られた.

必
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V初めてマカルーが姿を現わした。おそろしく高〈天を突いていた。 はネノfールの厄日だから行動を慎んで欲しい

(ヒラリーBCよりマカルー商量産} とのこと。

9月2日晴
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8月30日晴~雨~曇

全員で休養停滞。村口は、気持ち好〈晴れてい

る中を散歩に出掛けるが、帰りはやはり雨に降ら

れてずぶ濡れになって帰ってきた。他のメンバー

はせっせと手紙を書いていたが、後で考えると無

駄な努力をしていたメンバーもいた。

8月31日晴ヒラリー BC→ BC 

1ヶ月をかけて、ようやく BCに入ることがで

きた。ここまで長かった。 BCは、シェルパ達に

よって整備され、石垣による立派な食堂も完成し

ていた。 BCでは、テントも一人ー張りとしたの

で気楽になった。眺めも目前にマカルーがそびえ、

ローツェ、エベレストを西に望み、背後にはパル

ンツェ、チャムランが控えているという岳人にと

っての羨望の地であろう。 5，300mにもなるとさ

すがに頭が重いが、クライミングシェルパほど高

所に慣れていないキッチンスタッフ達も辛そうで

ある。
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9月 1日晴

食料のパッキング、個人装備のチェックで一日

を費やすがのんびりとしたもの。シェルパ逮は

BC滞在も 4日目となって、暇を持て余している。

明日もパッキングの予定であったが、隊員 4人で

偵察に行きたいと、サーダーに持ち掛けると明日

ゅ)0・

t 

午前中はテントや酸素ボンべなどの点検、

午後は暇なレストである。まだ、登山に対す

るシェルパの気持ち、あるいは隊長の考えも

よく読めなし、。日本人とシェルパの聞にずれ

が生じているような気がする。

9月3日晴

北西稜にダイレクトに突き上げるリッジの

偵察へ岡田と山本、村口と石川の 2パーティ

ーに分かれて偵察に向かう。私達は西壁の直

下まで行くがとにかく歩きづらい。乗る石全

てが浮き石という感じである。クレパスも多く気

を使う。リッジは登れるだろうがそれまでがダル

イ。結局、村口の偵察の結果もノーマルルートが

一番ということになった。 r急がば回れJ 6， 000 

mまでザイルなしで行ける利点は大きい。シェル

パ達もそれを見越していて、今日はノーマルルー

トの C1予定地に 荷上げをしているのだが……。

ところで隊長と 石川はグロッキ一気味。隊長は

酸素を吸わされてしまった! 私も頭痛はするが

ミエで何事もないように振る舞う。

9月4日 晴

村口、山本はC1までのキャリーアップ。それ

にしてもシェルパ達の何と早いことであろう。

20kg近くを背負って、 7時に BCを出発して12時

前に帰着してしまう。それに引き換えて、私達は

半分以下の荷で 3時だ。いくら生まれ育ちの違い

とはいえ、この差は何だ!シェルパ達に見くびら

れたくないものだ。

9月58 晴

本日も C1まで全員でキャリーアップ。しかし、

今日の私は早かった。 C1まで 3時間半。自に見

えて早くなった。スペイン人を抜いていくのも気

分が良い。それはそれとして、最初に C1に泊ま

るのは当然、自分だと思っていたら、村口は咳き

込んで・不調の石川と私を比べて、どちらにしょう

か“ナウ、シンキング"だと言う。何と信用のな

いことか。また改めて、自分の弱さを思い返して

しまう。
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9月6日雪~晴

ネパールの吉日に合わせ、今日になってオープ

ニングセレモニー。フランス隊のオノ〈チャンと合

同である。下の部落から上がってきたラマ僧は全

然、それらしくないが、アン・カミを初めとしてシ

ェルパ達は飾りつけに余念がなし、。マカルーが雲

の中でパッとしないがお経を聴いて、お菓子を食

べて、シェルパ達と粉をかけ合って、はしゃぎ回

って終わる。

9月7日 晴

シェルパを先行させ、村口、山本は昼まで休ん

での C1入りである。一日休んでの登高が辛く感

じる。村口と二人、ぼやき合いながら歩いている

と、上から下りてきたバーバリアンクラブ(日本

人の夫妻でマカル-II峰を目指している)と出会

う。いろいろと話し掛けられるが答えるのも辛く

感じる。ヘロヘロになってC1に着けば、シェル

パ達がテントを張っていてくれたが、整地が不充

分で誠に居心地が悪い。岡田、石川は BCより

C 1を往復。

9月 8日雪~量

C 1は朝から雪。待機をしていたがアン・カミ

にせかされるように 9時半に出発する。ヒドンク

レパスを用心して、 4人でザイルに繋がる。現れ

た雪壁はアン・カミがトップでルートを伸ばす。

村口と山本はロープを後続するのみ。こんなこと

で良いのかという気も起こるが、さりとてトップ

でパリパリと進む気にもなれず、すっかり任せて

しまう。 12時過ぎに降雪が激しくなり、 C1に引

き返す。岡田、石川はBCでレスト。

9月9日 雪 ~ 曇

モンスーンを証明するように C1はまたしても

雪、そしてガスも濃い。私は眠れなかった辛さも

あって、 「もう BCに帰りましょう Jの連発だっ

たが、その通りになってホッとする。 BCに帰る

途中、スペイン隊が我々の荷上げしたロープを使

わせて欲しいと申し入れてくる。これだけ同じル

ートに各隊が集中すると面倒なことが多い。岡田、

石川は BCにてレスト。

9月10日晴

モーニングティーの時には晴れ渡っていた空も、

朝食時にはガスってしまっていた。不可思議な天

気の中、アン・カミ達はC2までのルート工作に

出発。どうやら、スペイン隊には勝手な真似をさ

せたくないらしく、張り切っている。

10時に岡田、石川も C1へ出発。快晴

のC1は気温42"Cを記録する火炎地獄

となったらしい。村口、山本はレスト。

9月11日晴

今日も村口、山本はレスト。しかし、

アン・カミ達は今日も C2への荷上げ

の後、さらに上部へとラッセルしてい

るらしい。 r簡単なルート」に「優秀

なシェルパJというのも考えもので、

何することなく登山が進んでいってし

まっている。我々のロープをたぐるの

みになっているヨーロッパ人達もどう

考えているのだろうか。岡田、石川は

C 1より C2を往復する。

9月12日曇

C2まで上がろうという気持ちでB

Cを出るが、相変わらず天気が悪い。

C 1までの行動となる。岡田、石川は

円。



C 1より C2を往復した後に BCに下山。

9月13日みぞれ

毎度の経眠不足で好調で、はないが、シェルパ達

と共に 2時間余りで C2に到着する。昼前には

C 1に戻り、のんびりとする。岡田、石川は BC

にてレス卜。

9月14日ガス~ 晴

ようやくの C2に入る。先着していたアン・カ

ミ達は上部のルート工作へと向かっていたが、ニ

マ・テンパは何故か一人でフランス隊のテントを

建てている。 rそれはフランス隊のサーダーの仕

事だろ!Jと村口に怒鳴られて、困った顔をして

いるニマ・テンパであった。昼食後、我々も上部

に向かうが思ったほどルートは伸びていなかった。

雪が深いためだろう。 6，600m付近までトレース

を付けて引き返す。岡田、石川は BCにレスト。

9月15日快晴

意気込んでの 4時起きと言うより、またしても

眠れぬ夜であった。ラーメンを作るが何せ時聞が

かかる、作ったところで食欲がなL、。 6時にスタ

ー卜するが太陽は 9時半までチベット側にあって、

それまでの日陰は全く寒かった。それにしても異

常に雪が多い。ここは越後か白山か。 7，000m近

くの標高で腰を超すラッセルは正直に参る。最も

深い場所では、 2人で'50mのロープを 2ピッチ張

るのに 2時間もかかるほどだ。フラフラになって

C 2に帰るが村口は、頭痛と視界が霞むことを訴

える。岡田、石川がC1へ入る。 BCにメールラ

ンナーが戻ったらしいが、日本よりの手紙のない

事に全員が落ち込む。

9月16日晴

昨夜の時点ではもう一度ルート工作に出る予定

だったが、 2人の疲労が濃く下山となる。途中、

C2に向かう岡田、石川とすれ違うが、何とかマ

カルー・ラへのクーロワールを突破してもらいた

いものだ。ところでこれだけの隊がありながら、

今日ルートを伸ばした隊はないようだ。全く、昨

日のスペイン隊にしても、ラッセルを必死でして

いる我々にロープだけを渡して帰ってしまう始末。

9月17日快晴

すっかり寝て過ごす村口、山本のレス卜の一目。

岡田、石川はスイス隊と共にルート工作。石川は

クーロワールより右のリッジに出た 7，150mまで

達したらしいが、疲れきっているようだ。それよ

り、何より C2のテントがカラスの猛攻にあって、

相当の食料が食い荒らされたようだ。特にラーメ

ンの類は全滅したらしL、。

9月18日 快 晴

洗濯、洗髪、アイゼンの修理、オーバーシュー

ズの改良でレス卜の一日を終える。岡田、石川も

C 2より下山、久々に BCに 4人のメンバーが

揃う。 4人の)1頂化もまずは良好。アタック体勢の

スケジュールを決定する。 BCも徐々に寒くなっ

てきている。モンスーン明けが近いのかも知れ

ない。

9月19日快晴

BCより C2まで一気に入るが、やたらと遠く

感じる。 C1まで 3時間半、 C2まで 2時間半な

のだが。岡田、石川は BCにてレス卜。

9月20日 快 晴

今日こそはマカルー・ラまでのルート工作を完

了させたいという気持ちで早朝 C2をスタートし、

トップで快調に飛ばした。しかし、クーロワール

よりリッジに出るデポ最終地点より、フランス隊

のシェルパと村口が先行すると、すっかり遅れて

しまい、マカルー・ラを目前にして引き返してし

まった。マカルー・ラへは、追いついてきたスイ

ス隊メンバーの活躍もあって、ルート工作を全て

終えた。岡田、石川は BCにてレスト。

9月218 快晴

村口の疲労も激しく、本日は C2にてレス卜。

最初はC1まで往復して、不足してきたガスカー

トリッジや食料を上げてこようなどと言っていた

が、結局は動かず。それにしても、アン・サルキ

は異常に早い。 C2からマカルー・ラの往復がわ

ずか 5時間でしかなL、。毎度々々の彼の強さには

恐れ入る。岡田、石川は BCにてレスト。

9月228 快晴・風強し

マカルー・ラの C3入りであるが、村口はまた

も睡眠不足であるらしく、機嫌が琴、い。ペースも

遅い。リッジに出るところで、また 1時間近く待

つが、ここよりは例によって私がペースダウン。

可-



夕暮れ近く、強風のマカルー・ラにへロヘロにな

ってたどり着くが、またしてもカラスに食料が荒

らされていた。そして、テントはこれから建てね

ばならない。テントごと飛ばされかかること数度

にして、やっとの思いで設営する。すっかり、消

耗して食欲も失せてしまったが、酸素のおかげで

安眠できた。岡田、石川はBCより C2に入る。

9月23日快晴

スイス隊の後を追ってノロノロと出発する。今

日はBCまで下る予定であったので、 7.600m付

近で引き返す。頂上まで予想以上には近くに感じ

たが、何と言ってもチョモレンゾなどチベットの

山々を美しく感じる。 C3より下る途中で岡田

隊とすれ違う。隊長はかなり参っている様子で

7. 250m付近より C2に戻る。石川は C2より

C3を往復。村口はBCまで下るが、山本は遅れ

てC1に一人で治まる。しかし、ここに常備した

シュラフが薄〈、寒い思いをした。

9月24日快晴

食事は取らずに下り、 BCでリンジの焼いてく

れたパンケーキを遅い朝食としたら、すぐに昼食

になってしまった。 BCに下りると毎回、食べ過

ぎのために下痢をしてしまうが、今回も例に漏れ

Aマカルー・ラへは深い雷に苦しめられた.

ず。石川はニマ・テンパらと共に C3に入り、

岡田はBCに下山。村口は BCでレストの l白。

9月25日 快 晴

ノ〈ーバリアンクラブは今日、マカル-II峰に登

頂したらしい。昨日マカル-II峰に登頂したスペ

イン隊は、パラパントで空を舞っている。石川が

C3より下山、メンバーの揃った BCで酸素器具

の扱い方を確認する。アタックが刻一刻と近づい

ている。何とか登れそうだという気持ちだが……。

好天でも祈ろう。

9月26日快晴

アタックに向けて、最後のレストの一目。しか

し、まだまだ身体がだるい。 BC下の池の水が澗

れて、水を汲みにいくキッチンヘルパーもいっそ

う大変になった。

9月27日 快 晴

村口、山本、アン・サルキはいよいよアタック

への出発。ニマ・テンパが安全を祈願して、首に

赤い紐を掛けてくれる。しかし、食べさせられた

まじないの黒砂糖(?)は、気分が悪くなって吐き

出してしまった。これは神に見放されるかも…?

JI頂化した快調なペースでC1まで登るが、 C2ま

でとなるとやはり遠く感じる。岡田、石川も最後

。。



の休養目。

9月28日快晴

疲労が残って、気乗りのしないスター卜である。

バテて遅れるばかりなので、思い切って一人で

C2に戻る。村口には、申し訳ないがアン・サル

キと二人で第 l次アタックを行ってもらうことに

なった。午後には、アン・カミ、フルパ・ギャル

ツェン、石川、岡田と第 2次アタ ックのメンバー

が間隔を置いて次々と C2に登ってきたが、皆、

いるはずのない私の姿に驚く。村口、アン・サル

キはC3に入る。

9月29日快晴

昨日の雪辱を果たそうと張り切って歩くが、い

つもの通りにリッヅに出る頃よりペースダウンし

てしまう。隊長は幻聴を耳にしながらも、マカル

ー・ラに遣い上がってきた。しかし、これ以上で

の行動は諦めるとのこと。村口とアン・サルキ

は 8，000m付近までルート工作をしてC4に戻っ

たらしい。

9月30日晴

今日アタックの村口とアン・サルキだが、朝 5

時よりオープンしているシーパーに何の連絡も入

らなL、。もしかして……。と嫌な予感がして準備

も気が進まない。しかし、 10時にアン・カミ、

フルパ・ギャルツェンがC4へ出発。私と石川も

30分後に後続した。その直後、初めて村口から入

感。やはり雪が深〈、前進できないらしい。約 3

時間でリッジの雪を削って設けられた狭い C4に

到着する。 4人周テントだが 4人で使用す

るのは余りにも窮屈である。装備や食料の

収拾もつかずゴタゴタとするが、石川は出

口の脇に陣取ってコマメに作業している。

シェルパ以上にシェルパしている。夕刻、

村口らが帰ってきたが猛烈なラッセルのた

め、 8，200m付近が最高到達点となったら

しい。岡田はC3で待機。

10月 18 晴~ガス

午前12時半の起床。皆、ゴソゴソと起き

出すが私は身動きもとれない。茶が沸かさ

れ、私はビスケット、石川とアン・カミは

チャパティ、フルパ・ギャルツェンはツァ
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ンパの朝食をとる。 3時過ぎ、先行したシェルパ

遠の後を追って出発する。石川は準備に手間取り、

さらに遅れる。

1時間ほどで村口らが設置した 3本の FIXロ

ープの末端に到着する。氷混じりの雪壁をロープ

を頼りによじ登るが、アン・カミは足の指が冷た

いとしきりに訴える。何とかなだめすかしていた

が、 2ピッチ目の途中で「ヤマモトさん、ソーリ

ーねJと言い残して、引き返してしまった。

それからはアン・カミの背負っていた酸素ボン

ベも私の荷としたが、負担が増えたせいか登高が

辛くなる。 8，000m付近のFIXロープの終了点

で仕方なく、アン・カミが持っていた未使用のボ

ンベを私のマスクに装着し、私が使用していたボ

ンベをデポする。しかし、高所での慣れぬこの作

業も精神的な疲労を増す原因となった。

酸素を吸っても息は切れるし、息苦しくてマス

クを外しでも、当然、呼吸は辛い。 r大丈夫です

か? ふらついていますよ」と後ろを歩く石川か

ら声を掛けられる。自分でも感じていたことだが、

後輩に迷惑はかけられないと思い、下山を決意す

る。快調な石川とフルパ・ギャルツェンだけの方

が登頂の可能性も高まると考えられた。

8，000mから夜が明けきったヒマラヤを下

る。チョモランマ、ローツェ、チベットの山々を

フィルムと自に焼きつける。振り返るとクーロワ

ールの入口に動〈二つの点が確認できる。 C3で

岡田、村口に出迎えられる。 r初めてにしちゃ、

Aローツェとエヴェレスト



上等だよJ

結局、石川らも雪質の悪いクーロワールの突破

に時間がかかり過ぎ、 8，300m付近で、敗退となっ

た。岡田と山本は C2まで下降し、村口はアン・

カミと共に C3に残った。

10月2日晴

個人装備の荷下ろしに四苦八苦しながら、 BC

へと下る。再アタックに向かうスイス隊メンバー

には「グッド・ラックJ と呼びかける。石川とフ

ルパ・ギャルツェンは村口、アン・カミのサポー

トを受けてC4より C3に下る。

10月3日快晴

フルパ・ギャルツェンの雪目と強風によって

C3の4人の下山が遅れたが、 BCに全員が帰着

した。久々のにぎやかなディナーで無事を祝福し

あう。

10月4日晴~小雪

大干しもの大会。テントなどの器具がBC中に

広げられる。今日のマカルーの雪煙はすごく、笠

雲のようになってしまう。これでスイス隊も登頂

断念か。

10月5日昼~雪

マカルーも姿を現さない、肌寒い一目。頭の中

は、南の島のことばかりを考えている。

10月6日稽

夕方、ごみを燃やしているとスイス隊メンバー

に写真をさかんに撮られた。どういうつもりなの

だろうか。遅れていたポーター達は夜になって、

やっと BCに上がってきた。

Aキャンプを撤収し、 BCへ向う

右後方はパルンツェ (C2にて)
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「第 1次アタック | 
村口徳行」

9月28臼

普段の山本なら、平らな場所は馬鹿みたいにと

ばすはずだが、今日はまったくペースが上がらな

「おまえ、調子が懇けりゃ下りろ! 上に行って

もアタックできねえゾ!J 

「もう少し行ってみるつもりだJ

と短い会話。しばらくして悲しい目をした山本は

C2へ戻っていった。

ルートは我々が工作した時とは比べようもなく

しっかりと踏み固められ、)1頃化もできているせい

で大分らくにマカルー・ラに到着した。先日、建

設で来た時は強風に吹かれておもしろくなかった

が、今回は大した風もなく、気分も良い。

9月29日

ここは朝日が早く当たる。なんて暖かくすがす

がしい朝なのだろう。風さえ吹かなければ滑落す

る心配もなく、広く快適な場所だ。

C4へはマカルーを正面に緩い斜面を登ってゆ

く。上空には太陽のまわりに気味の悪い虹がかか

り、少々気にかかる。 C4直下で天候が崩れ、風

雪の中を最終キャンプにたどりつく。濃いガスで

明日のルートがわからない。ルートをはっきり決

めておく必要がある。この先はルートをよく観察

しておかないと、つまらぬ所で時間をロスするこ

とになる。深夜スタートするためには、少し晴れ

てもらわないと不安だ。氷を作り、シェルパとく

だらない話をして時聞をつぶす。

3時頃、視界がはれたので工作に向かう。少し

でもラッセルしておけば、明日の行動が楽になる

はずだ。しばらくは交替でラッセルをしながらト

ラパースを行ない、露岩を回り込んでセラックに

突き当たった所で急斜面のクーロワールを直上す

る。 2ピッチロープを張り、薄暗くなる頃C4に

戻る。

飯を作り、明日の準備をしている間に、もうほ

とんど眠る時間がなくなった。シェルパは「普段



たくさん寝ているから 1日くらい寝なくても問題

ないj となかなかうれしいことを言ってくれる。

4人天に 2人という理想的な環境でシュラフに入

る。

9月30日

12時半に起床。眠った気がしない。朝食を簡単

にとり、 2時40分頃C4を後にする。星が瞬き、

ピリピリする空気の中、数時間前につけたトレー

スに導かれ、真っ暗の中を無言でトラパースする。

もうすでにトレースは埋まりかけ、所々ラッセル

だ。シェルパの草花を修理したり、突然の腹痛に襲

われたりしてのトラブルはあったものの、昨日張

ったロープをユマーリングし、さらに20m程つけ

足して夜明けを迎えた。 7mmφ20mのロープを結

び、セラック帯へトラパースを始め

る。ピッケルが氷にぶつかって深〈

入らない。アイゼンが雪に吸収され

て歯が滑る。どうにも不安定な斜面

を抜け、いくつかセラックをまわり

込んで予想外に早〈トラパースを終

了した。そこからがいけなかった。

一歩踏み出すごとに表面の雪が割れ、

ズプズプと潜る。ペースがいきなり

落ち、疲労だけが増えてくる。これ

程、近くに見えていながら、なんと

遠いのか。 2人でラッセルを繰り返

すが、まったく進まなL、。小さなク

レパスが越えられず、左へ左へとト

ラパースを続け、岩壁にぶつかった

所で直上し、ようやく初登ルートの

ルンゼ下部に着いた。ここでまたし

ても我々の望みは砕かれた。もう少

しましな雪質に変わるかと思ってい

たが、ダメだった。斜面は急になっ

たが、相変わらず深いラッセルは続

き、ほとほと嫌気がさしてくる。上

を見れば、すぐ手が届きそうな距離

にマカルーの頂がある。しかし、我

々のこの遅々とした歩みはどうだ。

もどかしいぐらいにはかどらないラ

ッセルと、トランシーパーからは

岡田の「もう、下りろ!Jという非情な声。ルン

ゼ、をしばらく直上し、ロープ、 O2 、ガチャを

デポして下降する。頂上は山本、石川にゆずると

しよう。暗くなる前に C3まで帰りたい。念、がな

ければ…… 明日のチームがもっとも最短でこ

こまで来れるように、違うルートを下降し、セラ

ック帯からからはトレースをたどって、長い長い

トラパースを終え、 C4に帰る。山本・石川は

元気そうだ。ルートを説明し、略図を渡し、あと

は「がんばれ!Jとだけ言って、 C3へ向かう。

自分の影が斜光でチベット側へ大きく映る頃、

穏やかな C3に着く。岡田に熱いお茶をもらい、

頭痛でしばらく転がっているうちに長い一日が

終わった。

企g月29目、 C4からルー卜工作へ向う先行するアン・サルキ.
セラック手前にて.
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「第2次アタック

石川

「
|
|
」由

民

9月30目、 C4へ入る。体調はすこぶる良い。

「明日、天気が良ければ必ず頂上に立つことがで

きるだろう。j と思う。

前日アタックに向け出発した村口氏、山本氏、

アン・サルキに続き、 9月28日、 2次隊として

周囲隊長、アンカミ、フルパ・ギャルツェンと共

にベースキャンプを出発する。キャラパン中の右

腕のしびれ、ヒラリー BCでの頭痛も今はなく、

精神的にも落ちついている。これまで何回も通っ

た道を、いつもより意識的にゆっくりと、体調を

整えながら、いつもの通り、いつもの場所で休み

ながら進む。明るいうちに、今日の目的地C2ま

で着けば良いのだ。まして明日は約1.OOOmを登

らなければならなL、。意地になってゆっくりと進

む。不思議なものでこんな時は、自分が思ってい

る程にはペースも遅くはない。余裕でC2到着。

前日 C3へ上がっている予定の山本氏と合流。

C3への途中より引き返したとの事。水もたっぷ

りとできており明日に備えゆっくりと過ごす。

翌、 9月29日、今日も昨日の通りゆっくりと登

れば良い。スペイン隊のC2よりはユマーリング

のみだが少々傾斜があり、途中ではちょっと休む

気にはなれない。クーロアールを外れ、尾根にで

たところでゆっくりとする。この後もただ登るだ

けだ。 C3到着、少々疲れたかなといった感じ。

ここは 7.400m、この疲れはぬけるかどうか、そ

んなことが頭がよぎり、少々弱気になるが、すぐ

に忘れる。

翌朝起きてみれば疲れなど残っていないし、

そんなことは考えもしないほど調子は良い。

今日はいよいよラストキャンプへ入る。しかもあ

と 400m程。時間的にもそれ程かからない。自分

はC4まで今まで一度も行っていないが順化には

何の不安もない。絶好調だ。ゆっくりと準備し出

発。しかし岡田隊長はここを最高到達点と決め、

残る。天気も申し分ない。明日もこの状態が続〈

事を祈りながら登る。

今日アタックをかけている村口パーティはどこ

まで行っただろう。

C 4到着後に村口パーティは、まだ前進中であ

ることを交信で知る。シェルパの静止の破損などで

時間がかかり、また深雪で苦しんでいるとの事。

行けるだけトレースを延ばして帰るとの事だ。も

う時間的に登頂は難しいだろう。ただ頭がさがる

のみだ。

降りるとの交信の後、外に出て上を見ていると

遠くに人と思われる点をみつける。すぐにも戻っ

て来そうに思うがなかなか近づかなし、。ここ C4

には、私達がいる。彼らはC3まで降りられるだ

ろうか? このままだと C3までは日没との競争

になりそうな気がする。ょうやく C4へ着〈。元

気そうに見える。まずは一安心だ。早く下へ降り

てもらったほうが良いとは思いながらも、上部の

状況を、教えてもらう。酸素、ザイルのデポ地点、

ルートの事、聞きたい情報は山ほどある。

村口パーティが降りて行った後、再びテントの

外に出て上部を望む。雪が多いそうだ。しかしト

レースは途中までついている。体調はすこぶる良

い。問題は天候だけだ。しかしこの分なら問題な

いだろう。 r明日は必ず頂上に立つことができる

だろう。Jと思う。

C4、ここに 4人入るのは少々厳しい。ベース

キャンプは個室だし、今までどのキャンプでも、

ぐっすりと寝て来たが、これではゆっくりと寝る

ことなど無理そうだ。学生の頃の冬山合宿を思い

出す。装備、食料を自分の身体の下に雪面のデコ

ボコを考え、少しでも平になるように敷き、その

上にシュラフを広げ横になる。隣りの人間と身体

が重なり、寝返りも思うままにうてない。 30分に

l回、酸素マスクの中に付く水滴をふき取り、

1時間に l回程度時間を確かめる。気にするなと

思う程、気になってしまう。誰かがやはり時間を

確かめている。寝ているのか起きているのか、う

つつの中で過ごす。午前O時を回る。そろそろ起

きて準備しなければ。もう誰も寝ているとは思え
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ないのだが、誰も起き上がらなL、。アンカミが声

をあげると全員が応じる。しかし全員が一気に身

を起こすわけにはいかない。狭いのだ。テントの

内側は霜でいっぱいで、少しでも動くとパラパラ

と霜が身体中に降りそそぐ。一人ずつシュラフか

ら這い出し、整理を始める。

もどかしい程、ゆっくりとした動作だ。時間の

経過だけが速く感じる。空腹感もなL、。このまま

すぐに出発したい気分だ。テルモスの中の紅茶を

飲み、アンカミに勧められるままにツァンパを口

に押し込む。一口入れると腹が刺激されたのか、

食べようという気がおこるが、実際に腹におさめ

たのはごく少量だ。

身の回りのものを身につけ、テントの外へ出る。

風はそれほど感じない。登頂日和のようだ。

アイゼンを装着しようとするも、左足は簡単に

決まるが、右足はなかなか決まってくれない。あ

せりを感じ、恩わず「チキショウ!! J rどうなっ

ているんだ!! Jの言葉が口を出る。

アタック態勢に入る前のBCであれほど慎重に

調整して来ているのに、なんて事だ。あせりはつ

のる。なんとかパネの部分を少し緩め、ょうやく

装着する。

トップはすでに前進している。ますますあせる。

酸素を準備するうち“シュー"と酸素が吹き出す。

「何をあせっているんだ落ちつけJヘッドラ

ンプのリチウム電池を万ーに備え、入れ換える

(下山後、山本氏に言わせると、一つを反対に入

れていたとの事)。

身の回りの準備が終わる頃には、自分を除〈全

員が前進している。昨日までは、トップで出

発するつもりでいたのに一番最後になってし

まった。一歩を踏み出す。取り残される。追

いつかなければ。

しばらくはトラパースだ。ヘッドランプに

照らされるのは前を行った人のトレースのみ。

それも完全なトレースではない。早く追いつ

かなければ。今、冷静に考えればパカなこと

だった。実際の距離はそれほど離れてはいな

かったのだが、あせりはつのる一方だ。

前の 3人が、前日村口パーティの張った

フィックスを登っているところへ、追いついた。

大した時間ではなかったかもしれないが、 “よう

やく"との感じでほっと一息っく。

あせりはなくなった。最後尾は、 1ピッチも上

にいないようだ。どうせ今すぐ登ってもすぐに追

いつき、途中で待つことになる。

ここはそれほど安定してはいないが、とりあえ

ず休む事はできる。 rそうだ、落ちつこう。J ま

だ夜も明けていない。ゆっくりやればいいのだ。

斜面に背を向け、まだ暗い景色を眺めていると、

今まで無理に落ちっこうとしていたことも次第に

忘れていった。

「よし、行こう。J 正面を向きユマールを伸ば

す。まだ、トップのヘッドランプは、それほど離

れてはいない。今までとは逆に追いっかないよう

にと思いながら登っていく。フィックスが張つで

あるとは言え、結構いやらしい。

前が落とした雪の下はカリンカリンの氷や岩だ。

打ち込んであるプロテクションも信用できない。

フィックスを抜ける前に追いつく。追いつくと

アンカミが降りてくる。どうしたのかと思ってい

ると、足先に疹痛があり降りるとの事であった。

登りきると再びトラパース。傾斜はあるがなん

てことはないトラパースが続いた後、ふんわりと

乗った雪の下がカチカチの斜面が数メートル。ほ

んの数メートルだったが、やけに緊張した。この

あたりで左手前方がオレンジ色に染まり始め、夜

明けがすぐそこまで来ていることを知る。時計は

見なかった。ここまでが速いペースなのか、遅い

のかよくわからなかった。

//  
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企技術的な問題はなかったが、自然のもつ偉大なカには勝てなかった.
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しばらく前進すると前を行〈山本氏の足取りに

不安を感じた。言葉に出そうか、出すまいか、そ

んな事は自分が判断すべきものだ。しかし 6年前

の事が頭に浮かぶ。

「山本さん、大丈夫ですか? ふらついてます

よ。j 山本氏は振り返り、そのまま下降を始める。

後姿を見ながら、何かうしろめたさを感じる。し

かし前へ進む。前日のアタック隊のトレースが残

り、今までのところそれ程の苦労はない。 2m程

の段を越えたところで、この日初めて 2人そろっ

て休みを取る。

天気は快晴、風はない。まだ時間も早L、。頂上

はそこに見えている。 r行けるぞJ確信は深まる。

前年、ベルニナが登ったルートは、あまり良い

とは思えなし、。雪も深いし前日のトレースを追う

べきだろう。しかし同行のシェルパは、前年ベル

ニナと同行していたせいか、右側のルートを主張

する。経験者に従うべきだろうか、少々迷うが見

た目には、上部で苦労しそうな気がする。やはり

自分の考えが正しそうだ。トレースを追う。頂上

から左へ延びる稜へ向かつてしばらく行くと、ト

レースはクレパスによって消えた。 l次隊はもう

少し上まで行っているはずだ。これを越えたのだ

ろうか? 1mもない。左数メートルのところに

は、橋がかかっている。右へ迂回するとすれば

数十メートル。どうしょうか、時間はまだ充分あ

る。パカな無理はやめ、多少雪は深くても迂回し

よう。恩った以上にラッセルは厳しい。浅くて膝

上、深いと腰ほどになる。必要以上と思われる程、

右へ進み向きを変える。前日のアタック隊のトレ

ースに戻ろうとするが、もうそれはここからでは

確認できない。とりあえず真っ直ぐ左へ落ちる稜

のコルを目指そう。ラッセルは徐々に深くなる感

じだ。口に着けている酸素マスクがうっとうしく

なってくる。サングラスがくもって前が良〈見え

ない。ギャルツェンも同じように感じているらし

く、サングラスをはずしている。自分は雪盲の方

が恐ろしく、マスクをはずし苦しくなると口にあ

てながら歩く。前日のトレースに戻り、ょうやく

といった感じで酸素、ザイルのデポ地点に着〈。

時間は時計を見なかったせいか少しも気になって

いない。とりあえず交信をする。ここからは稜へ

向け登るのみで、頂上もすぐそこに大きく見えて

いる。あともう 2時間といったところだろう。

傾斜は急になり、雪もひどく深い。傾斜のせい

もあるだろうが胸まで埋まることもたびたびだ。

加えて雪の薄いところは下がいやらしい。

逆層の岩でホールドも見つけにく L、。フィック

ス用のロープは途中で使い果たし、ザイルを組ん

で登るが、手持ちのピトンはいたって少なく、ス

ノーパーはなく、思うようにプロテクションも取

れないため、結構緊張する。自分ではまだまだ早

い時間だと思い、もうかなりの高度まで来ている

と患っていたが、予想以上に時は経過し、高度は

それほど稼いでいなかった。クーロワールを抜け

たと思い交信をする。後は、この稜を上へ行けば

頂だ、と思って話すと、下から見るとまだ稜まで

達しておらず、時間もこの 100m程を登るのに

4時間もかかっていることを知らされる。

時計を改めて見る。酸素の残量も確認する。自

分の酸素はもうほとんど無いと言ってよい。

このまま行けば下降は夜になるだろう。しかし

調子は絶好調だ。パートナーに聞いてみよう。返

事はOKだ。しかしこの lピッチ手前で彼は、手

に持っていたザイルを落とした、幸い50m程で・止

まったが……。自分自身もこの20m程手前で、 2m

程が越えることができず、もたついた。再び 6年

前のことが頭に浮かぶ。 rもう限界なのかな ?J

と思いながらも、まだ諦めきれない。

「ここで降りたら、これで最後ですよね。j

f……」何と言われたのか覚えていない。

もう少しだという気持ちと、もう一歩でも上へ

行きたい。たとえ頂上まで行けなくても、と短い

時間だったがいろいろと考える。

しかし声に出した言葉は、 「降ります。」 だっ

た。正解だったと、今は思うが残念だった。

言葉に出したとたん気が抜けた。 lピッチ降り

ると、酸素もなくなった。荷を軽くしようとボン

ベはその場にデポした。それでも何かふらふらす

る感じがする。途中でシェルパの酸素を一呼吸も

らい、前日デポしてあった酸素へ着きセットし、
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口にあてると一心地つく。やはり酸素のカは大き

い、とつくづく感じる。まだ、日暮れまでは時間

がありそうだ。こんなところで事故ったら笑いも

のだ。ゆっくり降りよう。こんなに遠かっただろ

うか。すぐ C4だと思っていたのに。シェルパと

も大分離れてしまった。時々立ち止まって振り返

ってくれるのをたのもしく思いながら、ゆっくり

と進む。幸い、まだ明るいうちに C4へ帰り着く。

終わった。明日はBCへ向け降りるだけだ。テ

ントに入り、 EPIの青い火を見ながらそう患っ

た。

五害 M 

山本修

10月7日 暗 BC →ジャークカルカ

すっかり寒くなった BCを出発する。登頂断念

以来、振り返る気にもなれなかったマカルーだが

離れるのは何とも心残りである。しかし、あれだ

け前もって暇がありながら、いざ出発となるとご

たつく。また、ポーターも35人では少なかったよ

うで、若いナイケも自ら大きな荷を背負っていた。

ジャックカルカはひたすら遠く、全員が到着した

のは日没の後であった。隊長お気に入りの細身の

シェルパニもサーダーにサポートされて、ラスト

の到着であった。

10月8日 晴~小雨→ムンブー

私は今日もリエゾンにどタリとマークされる。

まるで護送されているかのようだ。 r振り向けば

シュレスタ・ジー」高所で衰弱したメンパーを尻

目にスイスイと歩〈。私も辛いが意地になって歩

く。救いだったのはムンプクで今日の行動が打ち

切られたことだ。

10月9日 晴~曇→タシガオン

ポーター遠の主張で今日の行動予定はセドアま

で。これは、往きの 3日分にあたる。にもかかわ

らず隊長の出発はのんびりとしたもの。私とリエ

ゾンは早足で歩き出す。今日こそは彼を引き再生そ

A来る時のキャラパンでは見ることのできなかった山々 が次々 と現われた。
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うとシプトン=パスまで 1時間余のハイペースで

飛ばすが、その下りで追い着かれる。まったくの

んびりとさせてもらえない。カウマダラで何とか

振り切ったが、セドアまでだと思うとウカウカと

もできずに休みもしないで歩く歩く。タシガオン

でシェルパ達が休んでいるかと患ったが誰の姿も

なく仕方無しにまた一人で歩く。忌まわしいズガ

に再会し、ひえ畑の中で道を失いながらも月明か

りのセドアに到着する。先着していたシェルパ達

でさえ、座りこんで愚痴をこぼしている。ポータ

ーも大半がたどり着かず、質素な夕食となった。

私の個人装備も届かず、アン・カミにシュラフを

貸してもらう。隊長遠の到着を待って、テントの

外にキャンドルを灯すが遂にやってこなかった。

10月10日晴→セドワ

10時頃、リエゾンを先頭に隊長、村口、石川、

サーダ一、ポーター達が下りてくる。やはり、昨

晩はタシガオンに泊まったとのこと。私達は出発

の準備もしていたが、今日はここまでとなる。ポ

ーターをここで入れ替えるらしい。良い休養にな

った。隊長の誕生日を祝うわけではないが今日は

赤飯(せきはんではない、あかめしである)。

10月11日晴~雨→ムレ

昨日、ビールとウオツカに大いに酔った石川は、

「イシカワさん、ダイジョープ ?Jとシェルパ遠

から盛んに声を掛けられている。アルン河まで一

気に下り、ヌン、 csのムレまで登り返す今日の

行程も長い。 csは広々とした草原だが、またし

ても雨でズガが湧いてくる。

10月12日 雨~曇→カンドパリ

雨の中を歩き出す。案の定、頭に、首にとズガ

にたかられる。しかし、元気がないようで血は吸

われなL、。隊長は冷えたビールを恩い浮かべて、

珍しく張り切って歩いている。カンドパリでは久

々にロッジに泊まる。

10月13日晴→カーレ

ツムリンタールに到着、これでもう歩かなくて

も済むと思っていたが、カトマンズに飛べるのは

3人だけということ。予約で一杯らしい(一時は

-26-

席が全く無いということで、隊長はショックの為

に黙りこくってしまった)。協議の結果、岡田、

膝を痛めた石川、リエゾンがフライトし、村口と

山本がポーター達と共にヒレまで歩くことになっ

た。ヒレへと歩き出せば、だんだんと南国の雰囲

気。宿泊地のドムコタでは、私達は南京虫を恐れ

てテントに寝たが、シェルパやポーター逮は壁が

全〈無いわらぶきホテルの 2階でざこ寝していた。

10月14日 晴→ドーレ

今日もアルン河に沿っての長い行程であるが亜

熱帯の田園の中、水牛の水浴びに足を止めたり、

大きなポリタンクを背負って灯油を買いにいく人

達を追い越したりとこの街道も賑やかになって楽

しい。特に往きに雇ったポーター逮と出会い、声

を掛けるのは楽しい。彼らのほとんどが今度は白

人のトレッカーと共にナムチェバザールまで行く

という。

10月15日雨→ヒレ

正真正銘の最終日なのにまた雨である。それも

ヒレの手前ではドシャ降りになる。全〈雨季は終

ったのか、終っていないのか。そして、往きのナ

イケ「すまけLリが経営するドマ・ホテルでキャ

ラパンは終った。お世辞にもきれいではないが活

気のあるホテルではある。シェルパ達と地酒のト

ンパを飲んで労を労う。岡田、石川はカトマンズ

に帰着する。

10月16日

7時過ぎにチャーターしたパスでヒレを後にす

る。積んだプロパンボンべからガスが漏れ、その

匂いに皆気分を悪くするが、村口がそのボンベを

大量の荷の中から掘り出し、パルプを締め直して

事無きを得る。ダーランバザールでランチを取る

と日暮れまでノンストップ。そして、夕食後もパ

スはひたすら走った。

10月17日

窮屈なパスの中、尻の痛さも限界に思う朝 6時

半、カトマンズのコスモトレックに到着、解散と

する。インターナショナル・ゲストハウスで岡田、

石川と朝食を共にする。
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装備・食糧・医療報告

村口

「
|
|
」行徳

天 幕/高所用としてC4に1張、 C3に2張、

C2に2張、設営した。 C1及び BCは、

キャンピング用テントを使用した。 BCは

すべて個人使用とした。

登挙異/フィックス周ロープ(ダンライン 9mm X 

50m)を40本(2，000m)用意した。他隊の

提供を受けたりしたが、 1. 500mぐらいは

使用したと思う。アンカーにはほとんどス

ノーパーが使われた。ハーケン類はスクリ

ューを堅い氷に数本使用程度であった。

燃 料/BCにはプロパンボンベ12本、 C1以上

はEPIガスを使用した。総数 100個をそ

れぞれ人×日数で割り出し、各キャンプに

分配した。

酸 素/AMPボンベ15本、セキュール 8本を持

参し、睡眠周としてC3より上で、行動用

としてC4より上部で使用した。使用数と

しては、 AMP 12本、セキュール 2本でお

さまった。

* 
装備に関しては、事前に作った計画にほぼ近い

ものが得られ、無駄のないものだった。天候が安

定していたので、破損や損失などもなく、充分快

適な生活が送れた。ただ、 C2で烏によって天幕

が破られ、中の食糧を食われるという事故が起こ

った。注意しないと、危険に身をさらすことにも

なる。特に高所においては、そういったつまらな

い原因で行動に支障をきたしたりするので、対策

を立てておく必要がある。
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荷下げのことを考えると、 L、かに少ない装備で

登るかということが重要なポイントになってくる。

不足しでは困るが、正確な数量の割り出しゃ、計

画的に使用することにより、装備を減らすことが

可能だと思う。今回、その点では、少し甘い面が

あった。せっかく荷上げした物を、効果的に使用

することな〈、また下ろすことは実にぽかぽかし

いことである。

山本

全ての面において簡素化を計ったこの隊では、

細かな食糧計画も立てることはしなかった。

また、現在ではカトマンズでも味噌や醤油などを

含めてかなりの食品が入手可能で、あることから、

日本からの発送も最低限に留めた。その内容は

高所食用の α米、ジフィーズ食品、長期保存可能

な生麺、餅、お茶漬けの索、ふりかけ、梅干し、

海苔の佃煮、チュープ入りのワサビやカラシ等で

ある。

キャラパン、 BCでの食糧計画については、コ

ックが食品とその量をリストアップし、購入の

際にも私達は現金を揃えるのみで、ごく一部の

噌好品を賀いたしたに過ぎなかった。キャラパン

中も鶏、羊肉が現地調達されカレーの具やロース

トチキンになった。また、ジャガイモやトウモロ

コシ、バナナが購入できたほかにも、たか~を摘

み取ることができ、その油妙めは日本人に大好評

であった。これらの野菜類やヨーグルトは下のカ

ルカ(牧草地)、村の少年たちによってBCにも何

度か運ばれ、食卓を賑わせた。豊富に準備したせ

いか、ダル(豆スープ)、ご飯、パス夕、オムレツ、

カレーにデザートにはフルーツの缶詰めと続く夕

食は苦痛の時でもあり、 「アリ・カティ、アリ・

カティ(少しだけ、少しだけ)Jと言ってコックの

盛り付けを減らすのが常套手段となってしまっ

fこ。



C 1以上での朝、夕食は基本的に日本から持参

したものを食べたが、シェルパたちは荷上げした

インスタントラーメンやα米以外にも現地食を用

意していた。行動食はカトマンズで購入したチョ

コヌガー、ピーナッツ、レーズン、キャンディー

などを各自が一日分を好きなだけ掴み取っていた

が、食糧全体に余裕もあり、行動後にも上部テン

トでは麺類を、 BCではビスケットなどを食べて

L 、fこ。
日本での準備もほとんどしない私達であったが、

概ね満足する食事をとれたのは金銭的にも恵まれ

たためであろう。残念な点はコックが日本食のレ

ノTートリーを持たず、辛すぎる味付けに参ったこ

とである。

薬 剤 名 総数

。胃腸薬
セスデン 231 
ナウゼ、リン 168 
AM酸 8 4 
コランチル 207 
ザンタック 1 1 2 
ラック B 303 
タリビット 124 
フェロペリンA 350 
ロペミン(強力) 9 6 
プルセニド 2 8 
ブスコパン挫薬 1 4 

。 鎮咳剤

セレスタミン 150 
メジコン 204 
ポララミン 4 0 

。導眠剤

リスミー 7 0 

。 感冒薬

EA 120 
PL穎粒 120 

。解熱・鎮痛剤

ケフラール 120 
インダシン挫薬 4 0 
ロキソニン 378 

。手IJ原 剤

ラシックス 2 8 
ダイアモックス 1 6 

-29-

山本

北里研究所病院・事務部・中嶋氏、内科・高橋

医師、整形外科・阿部医師のご指導、ご援助で以

下の薬品を取りそろえた。

遠征中、幸いにして大した事故、病気もなく薬

品に不足を感じることはなかった。キャラパンル

ートは、衛生状態が悪くないのか治療に訪れる人

やポーターは少なかった。しかし、 BCへの荷上

げでは頭痛を訴えたポーターが多く、鎮痛剤を多

く持つ必要性を感じた。また、咳のためのトロー

チ類も少なく感じることがないようにしたい。

薬 ~J 名 総 数

。ビタミン剤

アリナミン F 980 

。外用薬剤・医材名

ゲンタシン軟膏 lOg 1 0 
プロパデルム 5 g 1 0 
リンデロン VG 5 g 1 0 
ヒルドイド軟膏 20g 1 0 
ナパゲルン軟膏 50g 1 0 
フラビタン 5m2 5 
リンデロンA 5m2 5 
セダナジン 5m2 5 
シュリプロント挫薬 3 0 
エキザルべ 5 g 1 0 
イソジンガーグル

マスキン
イソヅン液

ピンセット
舌圧子

消毒周ボトル
綿 球

ケーパイン

弾性包帯
スピード包帯
メッシュボア
紙粋
酸素マスク
綿様

三角巾
脱路線

油紙
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. 93年プレ、エベレスト(チョモランマ)に18隊

が訪れ、 5月10日、 37人の登頂者を出したと新聞

で報道された。過去最多の隊数であり、向一日の

登頂者も最多だったとの事だそうだ。

世界畳高峰であり、初登頂からちょうど40年目

という事もあったのだろう。

有名峰に同時期多数の隊が入山するのは、もは

や当然の事なのだろうか。

今回、.92年のポスト、マカルーもエベレストに

くらべればはるかに少ないが、我々を含め 3ヶ国。

シェルパ、キッチンスタッフ等含めれば、 40名を

越えると思われる人聞が同じ所にBCを設営した。

マカルー峰のスペイン隊、日本隊を含めれば

50名は突破していたことと思う。

多数のそれも数ヶ国の人間とお近づきになれる

という事は、普段の生活ではめったに起こらない

事だし、それなりに楽しく、おEいに刺激もある

し有意義な事であろう。

学生時代、比較的静かな山登りをしてきた自分、

特に自分のような性格の人間には些かどころでは

なく、かなりうっとうしいものを感じた。

その40名近くの人聞がマカルー・ラまでは同一

ルート上を往復する事になった。

幸い我々の隊が最も早 <BC入りし、工作も我

々の隊が行ない主導権を握ることができたが、も

し他隊が先行しており、あらかじめ張られたロー

プを彼らに許可を求め、何らかの代償を求められ

使うような結果になっていたら、終った後どう感

じただろうカ、。

実際の登山活動に大きな支障があった訳ではな

いが、 CSからの出発がほぼ同じになったような

時、フィックスに彼らより早〈着こうとしてペー

スを崩してしまったとか、途中で待たされるのも

嫌だから必要以上に出発を遅くしたり、すれ違い

で自分が下降のときなど登り優先の考えでゆずっ

てしまったり、自分の思いどおりに自分のペース

で歩きたいのに、繁華街で人込みに邪魔され思う

ように歩けないときのようないらだたしさを感じ

た事もあった。

こんなことは自分の考え方、行動の方法によっ

て簡単に解決することができるものだと思うし、

小さく考えれば l隊の中にもあることだろう。た

だその場合、ある程度気心の知った人間が集まっ

ていれば、納得できる部分があるように思える。

このような意味では1986年のヒマルチュリは、

自分は登頂できなかったが、自分達だけの山登り

をすることができ、完全燃焼できたと思う。

できるなら、あの時のように自分遠の隊のみで、

そのルートを独占し登りたい。

有名蜂の遠征にこんなことを考えるのは、もは

やわがままな事なのだろうか。

I t~ø t， G~ vェノレ川一

山本{彦」

ネパールヒマラヤの登山を語るうえで、シェル

パは不可欠の存在であろう。このことについては、

異論のないものと思う。

しかし、今回のマカルーがヒマラヤ登山初体験

の私にとっては、シェルパもまた未知の人達であ

った。もちろん多くのクライマー逮が残した記録

や、仲間の口から伝えられる話で彼らの逗しさ、

やさしい心遣い、プライドの高さ、金銭面での抜

け目のなさなどは頭の中では理解されている事柄

だった。だが、実際の行動を共にしたことがない

私が彼らのカを推し量るまでに至らないのは当然

である。

コンパクトな形で 8.000m峰に登頂することを

目指した私達の隊は、当初 4人のメンパーに対し

-30一



て、 3人のシェルパで構成されていた。愚近の例

から見れば、この比率は意外なものではない。そ

う私は受け取っていた。しかし、いつの問にかシ

ェルパは 4人に増やされた。これはより確実を期

した隊長の判断によるが、事後承諾を求められた

私も負担金が少々増えるにせよ、必ず登頂したい

気持ちから隊長に同意をしていた。

何のパックも持たず、何の資金援助にも期待し

ていなかった私達の隊だったが出身母体である日

大山岳部の先輩方、後輩達を中心に多くの募金を

いただき、感謝の気持ちと共に心強〈ネパールに

出発することができた。その一方でうれしい誤算

は、出発直前に一つの問題を発生させた。それは、

その募金の使途であり、具体的にはシェルパをさ

らにもう l人増やすべきだという隊長の意見であ

った。これは以前から、複数の先輩より進言され

ていたことだったが、村口さんはもう不要である

と強くこれに反対した。

今まで繰りに練った計画なのだから、金銭的な

余裕が生まれたとしても、そのスタイルを変える

ことはない。という主張に私もうなずいていたが、

隊長や諸先輩のアタックまでの体力的な疲労はで

きるだけ抑えるべきだという発言を否定すること

もできなかった。やはり私には、シェルパの持つ

力や役割が理解できていないのである。

先発隊が出発する成田空港でもこの議論は繰り

返された。カトマンズでもう l人探せ、という隊

長の言葉を背に私達は飛び立ったが、現実にはこ

の言葉は黙殺された。必要としていないし、遅す

ぎるという判断である。このために、キャラパン

中にもこの論争は再燃した。シェルパを l人増や

して、安全性と登頂の可能性をより高めたいとす

る隊長。 4人から 5人にするメリットは少ないと

いう村口さん。 2人の意見には相変わらず接点が

なく、私もその答えが見つけ出せないままでいた。

しかし、もう 5人にはできない。そして、登山開

始は目前に迫っていた。

今回のサーダー、ニマ・テンパは1986年の日大

のヒマルチュリ隊のサーダーでもあった人物であ

る。その他、数多くの遠征隊で活躍し、今では屈

指のシェルパとなっている。私も様々な人々の話

から彼の優秀さは知らされていた。そんな彼はシ

ェルパにしては長身で体格もいい。もっとも最近

は、生活に余裕ができたためか太り気味のようだ。

このニマ・テンパの人脈によって、他の 3人の

シェルパは集められていた。

まず、若いフルパ・ギャルツェン。生真面目な

彼は、昨年のベルニナ山岳会隊でマカルーの頂上

直下に迫っている。ルートには精通しているはず

である。

次にアン・カミ。年齢はニマ・テンパと同じ

37才で古くからの仲間でもあるらしい。サーダー

の経験も豊富で、これが31回目の遠征隊参加にな

るという大ベテランの彼を、単なるクライミング

シェルパとして雇用できるのは、もったいないよ

うな話でもある。

そしてアン・サルキ。まだクライミングシェル

パとしての経験は浅いらしいが、締まった顔と体

つきはいかにも強そうな印象を与えた。彼には神

戸出身の奥さんとユウタロウという赤ちゃんがい

るらしい。

A属目なのかもしれないが、いい人材が集まっ

たと村口さんと密かに満足し、 4人で充分の意を

強くしていた。

そして、彼らは期待遇りの活躍をしてくれた。

私達の 2倍の荷を背負って、半分の時間で歩いて

しまうという感であった。なかんずくアン・サル

キのスピードは図抜けており、私達がC1から

C2に上がってホッとしていると、彼はその日 2

度目の荷上げを終えてしまうありさまだった。

彼らはルート工作でもそのカを発揮してくれた。

C 1から C2へのFIXロープはアン・カミとフ

ルパ・ギャルツェンによって、その全てが張られ

た。このために一時は、隊員の高所順化がルート

の進展に追い着いていけない状態でさえあった。

またクライミングシェルパ以外のスタッフも荷

上げに従事してくれた。ほとんどがガレ場歩きで

ある BCより C1へは、メールランナー、キッチ

ンボーイ、キッチンヘルパーが何度も往復したば

かりでなく、リエゾンオフィサーが隊長の個人装

備を荷上げする前代未劉の珍事も起きた。

-
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この点でシェルパを増やして隊員の荷上げ量

(特に BC"'-'Cl間)を極力減らしたいという隊

長の意向は杷憂であった。むしろこれ以上にシェ

ルパがいたらと思うとゾッとさえしてしまう。ま

るでシェルパの登山隊になっていたのではないか

というほどである。ニマ・テンパのサーダーも実

に堂々としたものであった。

力強いシェルパとの友好的な関係の中でアタッ

クは迎えられた。しかし、結果は失敗であった。

8，OOOmを越えて、なおラッセルに苦しめられた。

ここで思うのは、シェルパがもっと多かったら登

頂できたのであろうかということである。

厳密に言えばシェルパはガイドでもなければ、

ノtートナーでもない。私達は彼らの持てる力を利

用して、より高くを登ろうとする。私は彼らに登

らせてもらおうというつもりはなL、。自分自身が

登る力もあってこそのシェルパである。 4人のシ

ェルパがベストを尽くしながら登れないのは、私

自身、あるいは私達の力と運が欠けていたと恩う。

ヒマラヤ登山も個人の遊びという時代であるし、

この隊もそれを体現していた。ルールは一人一人

のものである。何が何でも登りたい。簡単に登れ

たら山は面白くない。どう考えるも自由である。

メンバ-4人の隊なら 4人の意識もそれぞれ異な

る。そのバランスの中で隊は構成される。

そして誰もがルート工作や荷上げの全てをシェ

ルパに期待していたとは思えない。私達の実力

でマカルーの頂きをつかみ取りたかった。シェル

パがあと何人いたら残した距離を埋められたか、

と考えるのはやはりナンセンスな気がする。そ

れは自分の登山ではなくなっているように恩え

るからだ。

登頂という収穫のない、マカルー貨山だったが、

最大の収穫と言えば、これもまたシェルパとの出

会いだった。特にアン・カミというシェルパに強

い印象を与えられた。どちらかというと寡黙なニ

マ・テンパに対して、彼は実におしゃべりでひょ

うきんである。そんな彼を私達も愛着をこめて

「アン・カミさんアン・カミさんj と親しく
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呼んでいた。

エッチな話題を誰よりも得意とする彼の周りに

いると、日本人もネパール人も誰でもが楽しくな

れた。しかし、また誰よりも山の話題を豊富に有

しているのも彼である。数々の遠征隊経験は私達

にとっても、若いシェルパにとっても良き参考書

になっていた。その名も知られ「あのニマ・テン

パとあのアン・カミを 2人とも雇えるなんて素晴

らしいJとスイス隊からうらやましがられた。実

際に彼の力量はもとより、その判断に私も大きく

信頼を寄せていた。そんな彼であるから、彼が第

2次アタック中に、足先の凍傷を訴え引き返すこ

とになったのは、手ムにもショックだった。

カトマンズでは大のビール好きだった彼だが、

キャラパンにはいるとピタリと禁酒してしまった。

帰りのキャラパン終了まで他のシェルパも同様に

していたが、一番最後まで厳しく守っていたのも

彼だった。また咳の止まらぬ石川に対して、禁煙

するように勧告したりと自己管理に厳しいばかり

でなく、メンバーの健康にも気を遣う人だった。

若いキッチンボーイやシェルパにも慕われ、言

葉に不自由しているキッチンヘルパーには言葉を

丁寧に教えていた。本人も日本語の習得には熱心

で、彼の家にはいつも日本語の会話集がテープル

に置いてあった。下ネタが大好きでふざけてシェ

ルパニの女性に抱きついているような彼も、家で

は真面白な愛妻家で、良きパパであった。

アン・カミのみならず、皆が優れたシェルパ達

だった。余裕しゃくしゃくで荷上げを終え、屈託

なくふざけ合い、笑っている彼らは全くたのもし

かった。彼ら以外のスタッフにも恵まれた。快足

で信用の置けるメールランナ一、カミ・フルパ。

ネパールの激辛料理で私達を満腹にしてくれたコ

ック、パサン。陽気で働き者のキッチンボーイ、

リンジ。彼とフルパ・ギャルツェンはハーモニカ

の名手だ。ひ弱そうに見えて、実は最強のリエゾ

ンオフィサーだった、シュレスタ・ジー。

登頂はならなかったが、良い人々に固まれて楽

しく登山ができた。近い将来、彼らとまた8，OOOm

への旅に出る機会を持てることを願っている。



村口
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雪が深いうえに少しばかりルートファインデイ

ングをミスして時聞がかかり、イメージとは大分

違った行動になった。このまま行くと頂上に着く

のは、うまくいって夕方、帰幕はどう計算しでも

夜に突入する。夜になることはそれ程気にはして

いないが、できれば早く帰幕するにこしたことは

ない、と患っていた。

「下りろ! 一体、天幕を出てから何時間行動し

ていると思ってんだ。このまま行くと夜になるゾJ

「まだ、下りるには早すぎる。もう少し行きたいJ

「酸素はどうなんだJ

「計算しているから、問題ないJ

C3の岡田としばらくまとまりのない交信を交

わし、 1時間後にもう一度トランシーパーを開く

ことにして、スイッチを切った。

くそったれが、どうなってんだ、この雪は。雪

質さえ変わってくれれば、頂上までの距離は、い

ともたやすくつめることができるように思われた。

9月30目、午前1:00頃、昨夜、食べ残した高野

豆腐を温めながら、僕はいつものように靴紐を結

び、出発の準備にとりかかっていた。 rうまくい

けば午前中、遅くても 2時には頂上に着くだろう。

少なくとも、昨日ラッセルしてロープも張ってき

たし、時間はかなりかせげるはずだJ r酸素はで

きる限り吸わないで、後半に残そう。いや、目一

杯吸って一気に登ろうか』

簡単な食事をとり、真っ暗なC4を後にした。

風は無い。満天の星だ。トラパースを始める。酸

素はまだっけない。体調は良好だ。 r登れる』僕

は確信した。

30分ぐらい歩いただろうか。突然、アン・サル

キが立ち止まった。

「どうした ?J

しばらく足元を見ていたと思うと、いきなり振

り向いた。

「靴が、域れたJ

何を言っているんだ。ジョークにしては、タイ

ミングが良くないな……

再び、アン・サルキが言う。

f靴が、場れたJ

ヘッドランプで彼の足元を照らすと、見事に爪

先の部分が縦に割れたプラスチックブーツがあっ

た。 rこのままではだめだ』僕は一瞬にして判断

していた。

「俺のオーパーシューズとお前のスパッツを交換

する。それで 1時間だ。 1時間歩いてダメなら、

-s.C4へ戻る。 OKか?J

僕たちは複雑な心境で、装備を着けかえた。思

うようにアイゼンが入らず、凍えた手で調整しな

ければならなかった。面倒な作業だったが、一旦、

天幕なんかに戻って修理していたら、再度のアタ

ックをかけられないのはわかっていた。

昨日、ロープを張ったクーロワールの取付まで

来る。いきなり腹痛が襲う。今度は僕のトラブル

だ。あわてて身につけている面倒なものをはずし、

慎重に夜の冷気に尻を出す作業をしなければなら

なかった。 rなれない物を食うもんじゃないな…』

シェルパに足の状態を確認し、 2ピッチユマー

リングをする。美しい夜明けだ。 20m程ロープを

継ぎ足し、フィックスはここで終了だ。ロープを

結び、セラック帯に向かつてトラパースを始める。

予想していた程の悪い部分はなく、短時間で抜け

ることができた。

この調子で行けば、まったく問題はなかった。

セラックの向こう側は、そこまでのラッセルとは

変わり、僕たちの前進をはばんだ。どのくらいの

時聞が流れたのかもわからず、とにかく一歩を踏

み出すことに全力を注ぐ必要があった。頂上は手

の届くような距離だ。ヒマラヤのスケールが近く

に感じさせるのか、時間ばかりが無情に過ぎてい

く。僕はトランシーパーを再び開けなくてはなら

なかった。できることならこのまま進みたかった

が、そういうわけにもいかなかった。

「やめだ、帰ろう!J 

アン・サルキは、 「もう少し行きたいJと言う。

「だめだ。早く帰らないと、夜になっちまう。

お前の足も凍傷になっちまう。明日のチームが、

アタックできなくなる。だから婦らなきゃだめ

q
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なんだj

僕はかついできたロープ、 02、ガチャをその

場に残し、下降にうつった。

僕がC4で予測した時間と行動は大きく違って

いた。ここで無理して、登頂するか、断念するか。

僕は後者を選択した。 rもう、やめろ」という隊

長の言葉を無視してまでも、頂上へ向かう価値は

なし、。僕達の登山隊は、少なくとも言いたいこと

は言い合うが、どこかで最優先しなければならな

いものは同時にまた、持ち合わせている。

予想がつかない部分を予測しきれなかった自分

の判断の甘さに今回の実力負け。

僕は、湧きあがるガスの切れ聞から広がるヒマ

ラヤの峰々を眺めながら、ゆっくり下降をつづ‘け

た。疲れていたが気持ち良かった。登れはしなか

ったが、けっこう幸せな時間を感じていた。

「もう一つの土曜日;;い

昨日の村口、アン・サルキの第 l次アタックは

時間切れで終わった。

草月 5時、暖眼用酸素がカラになったのだろう、

途端に強烈な寒さを感じ目をさます。足がメチャ

クチャ冷たい。ここ C3の標高は 7.400m、温度

計の目盛りはパカになっていて計測出来ない。

シュラフをたたむつらい動作より先にバーナーに

火を点け、茶を沸かすための水造りを始める。今

日の第 2次アタックは 4人、昨日と同じ条件なら

8. 200mまではトレースをつけてあるので、天

気の心配もなさそうだし頂上が我々の足下になる

のは、ほぼ間違いないだろう。私自身の登頂はす

でに諦めておりアタック周の酸素マスクは荷上げ

していなかった。体力の限界らしきものも感じて

はいたが、可能性のある限りさらに上部を目指し

たかったが、隊員を無事に安全国へ下降させる方

に比重をおく事にした。しかし BCに居たのでは

指悔しづらいと判断しここまで登ってきた。

村口を起こしお茶を飲み、メシを作り始める頃

になると天幕内は太陽の恵みの中に包まれ、 2時

間前の寒さが嘘のような暖かさを取り戻している。

「オイ、今日は登れるヨナーJ

「エー、登りますネj

こんな会話が出始めた頃、天幕外に雪をきしま

せる山靴の音がし、ピックリして顔を出してみる

とアン・カミが下降して来たではないか。理由を

聞いてみると足の指の凍傷の危険を感じ始めたの

で登頂を断念して一人下山して来たと言う。まる

で元気がなく話好きの彼にしては早々にシェルパ

周の天幕に入ってしまった。 3人の姿を双眼鏡で

捜すが発見出来ない。もう 911寺を過ぎ、 5時間以

上は行動しているのにトランシーパーには何の連

絡も入ってこない。

「俺逮、相性悪いんだよナ、きっと。 3回も一緒

に来てまたも登れないなんてヨ J

「俺ももう疲れましたョ。岡田さんの面倒を見る

のはこれで終わりにしますヨ J

「何言ってんの一、オメーこそ帰れば初めてのガ

キが生れるんだ、残りの人生は借金地獄と子育て

だけよJ

「もう、歳だしこれが最後、一生ヒマラヤには来

れないんだから、よー〈見といた方がいいですヨ J

いつもの言い合いをしている所へ、突然山本が

出現した。

「お前どおしたの? 上と下ルートを間違えたん

じゃないの。読めるには時間早すぎるよJ

「エヘヘ、もうダメ疲れちゃった。イッチャンに

フラついていると脅されて 8.000mラインで帰っ

て来ましたJ

「オメー、デカイのは図体だけで、本当、心臓は

並以下なんだからJと村口。

これでアタックメンパーは半分の 2人に。負担

は増すがこういう時の石川への信頼度は高〈、心

配はないし、日大の名を背負っていない気軽さか

らか天幕内の 3人は石川の苦闘も忘れて下山後の

南の海の話題でいっとき盛り上がる。

最終キャンプC4の標高が 7.800m、頂上まで

の高度差 650m、過去の成功した隊のピークまで

の所要時間は無酸素登山であっても12時間とはか

かっていない。それ以上の時間がかかる時は条件
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が悪すぎて不成功に終わっている。酸素使用とな

れば、微力な我々であっても 1へ-2割の時間の短

縮は可能であるとの計算をしたのだが、昨日の村

口の体力をもってしでも 12時間頑張って 400mの

高度しか稼げなかった事で、今日のアタックはさ

らに雪の深さ、雪質の悪さを考慮し出発時間の修

正もした。今日がラストチャンスの日である。も

し好天が続くとしても BCでの体勢建て直しは考

えていない。 5，300mの高度で・は休養にならない

事を我々は知っているから、最終日的は 4人の笑

顔がBCに揃う事である。そんな事を考えている

時、石川の声がトランシーパーに飛び込んできた。

「エーこちら石川です。現在プラトー上8，100m。

ルンゼの真下に着きました。調子もまあまあです。

少々遅れてますが先へ進みますJ

淡々として息切れもなく、当方に安心感を与え

てくれる声である。

「調子よさそうダナ」と村口。

「でも、あそこから先、相当に雪が深そうですヨ J

と双眼鏡を覗き込みながら言う修。

「予定よりだいぶ遅れている。今日も無理かな ?J

と言いそうになり、声をしまう。今は我々には何

も出来ない。石川とギャルツェンを見守るしかな

い。 12時までに頂上稜線上 8，300mに達すれば、

あとは緩傾斜の尾根歩きとなり何とかなるだろう。

「今日のため絶対にトップに出ずに、体力を温存

してたンスヨ、頑張って欲しいなJと修。

「アイツの性格慎重だけど真っ暗だか

らナ、ここでキメないと一生沈みっぱ

なしだぜ」と村口。

時折、ルート指示をあおぐために交

信をしてくるが、ペースは遅々として

上がらない。

いまほど自分がマカルーの内懐に抱

かれている事を強〈感じている時はな

かった。ヒマラヤに関心を持ち始めた

頃より憧れていた山はマカルーであっ

た。素晴らしく輝かしいクライマー、

テレイ、フランコ、マニョヌ等が初登

頂した山に、今自分達もあの時と同じ

山肌に足跡を残そうとしている。同じアルンリバ

ーを渡り、彼らをして言わしめた「ロストワール

ド・セドワJ もキャラパンして来た。そしてマカ

ルーの頂をより確実に踏むには正に理想的なルー

トとして感銘を受けずにはいられないここ北西稜。

我々にも先駆者のような幸福を味わう事が出来る

のだろうか? それもあと僅かな時間で結果がで

るはずだ。

粘る石川、だが時計の針は容赦なく時を刻んで

いく。設定したタイムリミットも越えようとして

いる。日が暮れてからの下降は、確実に死が近い

ものになってしまうであろう。

幕切れは意外にあっさりとやって来た。酸素の

残量を確認し危険を察知したのだろう。断念する

と伝えてきた。

ほんの数分前までの緊張していた天幕内の空気

がゆっくりと和らいでいくのを感じていた。

我々は素晴らしいシェルパ達に恵まれ、大勢の

人柄の良いポーターにも恵まれ、天候にも恵まれ

た方であろう。ほんの少しの運を除けば。

皆より一足先に C3の下降を始める私に向かつ

て、 「今回のマカルー、けっこう面白かったです

ヨJの村口の一言が、とてもすがすがしく印象的

であった。

これから先、 6年前のあの事故から今後は少

しだけかもしれないが解放される気分になって

いた。

企 BCよりマカルー全景
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編集後記

僕たちがそれぞれに想い描いたマカルーは、もう少し先にあった。

この登山隊には記録に対するアピール性は何ひとつなL、。あるのは、個人がそれ

ぞれの立場でマカルーへアプローチしたということだけだ。そして登れなかったと

いう事実だけが残 った。

理屈や理論に逃れて、結果をおろそかにすることはまちがいだ。少しでも、残さ

れた距離を縮めてい く努力をしなければならないだろう。僕たちは“試みる"とい

う最も基本的な行動原理を常に喚起しつづ、けたいと思う。それは自己内面へ問いか

ける愉快なアドヴェンチャーだ。新しい次の行動を生み出すことは、もしかしたら、

少しマカルーに近づくことかもしれないから。

雪豹クラブマカルー登山隊1992に、ご協力いただいた多くの皆様に感謝し、お礼

申し上げます。ありがとうございました。
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